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優 れ た 人 智 の 多 く は 、 時 代 の 変

わ り 目 に 登 場 し て い る よ う に 思 う 。 
 身 近 な 例 だ が 、 伝 統 の 技 の 豊 か

な 土 壌 と 、 近 代 の 新 た な 建 築 技 術

と の 出 会 い は 、 全 国 各 地 に 数 々 の

名 建 築 を 生 み 出 し た 。  
空 間 や 意 匠 の 一 つ 一 つ に 、 外 来

文 化 の 衝 撃 を 、 自 ら の 心 と 体 、 風

土 に 引 き 寄 せ な が ら 、 受 容 し て い

こ う と す る 、 格 闘 と 夢 の 痕 跡 を 見

て と れ る 。 そ こ に 普 遍 的 な 美 し さ

と 迫 力 が 宿 る の だ と 思 う 。  
と り わ け 、 民 間 の 近 代 建 築 の 多

く は 、 時 代 の 激 変 期 に 気 高 く 向 き

合 っ た 、 経 営 者 た ち の 哲 学 と そ れ

を 具 現 化 し た 建 築 家 や 大 工 ・ 職 人

た ち の 人 生 を 物 語 っ て い る か の よ

う で 興 味 が 尽 き な い 。  
そ ん な 魂 の こ も っ た 建 物 の 一

つ を 、 2 0 数 年 ぶ り に 訪 ね る こ と が

で き た 。 兵 庫 県 加 古 川 市 の 別 府 港

に 面 し て 立 つ 「 多 木 浜 洋 館 （ 通 称

あ か が ね 御 殿 ）」 で あ る 。 大 正 7
年 着 工 、 昭 和 8 年 竣 工 。 多 木 化 学

株 式 会 社 の 創 立 者 、 多 木 久 米 次 郎

氏 が 迎 賓 館 と し て 建 て た 洋 館 だ 。  
久 米 次 郎 氏 は 、 魚 肥 を 商 う 旧 家

に 生 ま れ 、 長 じ て 日 本 の 食 料 増 産

を 志 し 、本 邦 初 の 化 学 肥 料 を 開 発 。

安 価 な 肥 料 を 全 国 に 普 及 さ せ 、 農



業 振 興 に 力 を 尽 く し た 。 洋 館 の 内

部 、 大 広 間 は 桃 山 風 の 格 天 井 で 、

野 菜 や 果 物 の 浮 き 彫 り が 鮮 や か だ 。

作 物 へ の 畏 敬 の 念 と 愛 情 の 深 さ を

ま っ す ぐ に 伝 え て 、す が す が し い 。
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